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資料 No. 1 








いわ て 未来 づく り 機 構 令 和 元 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 
基 調 講 演 資 料 


講演 : SDGs 達 成 に 向け た 内 外 の 取組 と 地方 創 生 


講師 : 国連 大 学 サ ステ イナ ビリ ティ 高等 研究 所 
上 級 客員 教授 竹本 和彦 氏 


口 主 な 御 経 歴 

1951 年 兵庫 県 生ま れ 

1974 年 東京 大 学 工学 部 都市 工学 科 卒 業 
環境 庁 入 庁 

1992 年 ジョ ンズ ・ ホ プ キ ンス 大 学 高等 国際 研究 
大 学院 国際 公共 政策 修士 号 取 得 

2005 年 環境 省 環境 管理 局長 (て 2008 年 ) 

2008 年 / 地球 環境 審議 官 (て 2010 年 ) 

2010 年 国連 大 学 高等 研究 所 シニア フェ ロー 

2013 年 東京 大 学 博士 与 (工学 ) 取 得 

2014 年 。 国連 大 学 サ ステ イナ ビリ ティ 高等 研究 所 長 (て 2019 年 ) 

2020 年 。 同 研究 所 上 級 客員 教授 (一 現在 ) 



















































































口 専門 分 野 





気候 変動 、 温 暖 化 、 環 境 問題 、 持 続 可能 な 開発 に 関す る 国際 協力 等 





口 主 な 活動 
・ 1974 年 環境 庁 ( 当 時 ) 入 庁 。 環境 管理 局長 や 地球 環境 審議 官 と し て 気候 変動 、 
生物 多様 性 、 越 境 大 気 汚染 と いっ た 地球 環境 間 題 に 関す る 国家 戦略 な ど 、 持 続 
可能 な 社会 実現 に 向け た 政策 立案 に 取り 組む 。 
・ 気候 変動 枠組 条約 第 3 回 締約 国会 議 (UNFCC/COP3) の 議長 補佐 (1997 年 ) 、 OECD 
環境 政 生 委員 会 副 議 長 、 第 18 回 国連 持続 可能 開発 委員 会 (CSD18) 共同 議長 (2010 
年 )、 生 物 多 様 性 条約 第 10 回 締約 国会 議 (CBD/COP10) の 議長 代行 (2010 年 ) など 
を 歴任 。 
・ 持続 可能 な 開発 目標 (SDGs) 推進 円 卓 会 議 構成 員 (2016 年 て 2019 年 ) 
自治 体 SDGs 評価 ・ 調 査 検討 会 委員 (2017 年 一 ) 







































































その 他 の 役職 











東京 大 学 未 来 ビ ジョ ン 研 究 セ ンタ ー 特 任 教授 
一 般 社団 法人 海外 環境 協力 セン ター(OECC) 理事 長 




















主 な 著書 


























環境 政策 論 講 義一 SDGs 達 成 に 向け て (編著 、 東 京 大 学 出版 会 ) 
低 炭 素 都 市 一 これ か ら の まち づく り (東大 まち づく り 大 学院 シリ ー ズ ) 
(共著 、 学 芸 出版 社 ) 









































持続 可能 な 社会 シス テム (共著 、 岩 渡 書 店 ) 
地球 環境 と アジ ア (共著 、 岩 渡 書 店 


























資料 No. 2 








地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム 構築 に 関す る ガイ ドラ イン (素案 ) の 概要 





「2040 年 に 向け た 高等 教育 の グラ ンド デザ イン 」 に 盛り 込ま れ た 、 地 域 連携 プラ ッ ト フ 
オー A その 概要 及び 








今後 の 進め 方 に つい て 下記 の と お り 報 告 し ます 。 





1 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム 構築 に 関す る ガイ ドラ イン の ポイ ント 








(1) ガイ ドラ イン で は 、 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム に 関す る 「 必 要 性 と 意義 」「 体 制 整備 」 
「 運 営 」「 議 論 ・ 実 行 する 内 容 」 の 大 きく 4 つの 視点 か らち 、 プ ラッ ト フ ォ ー ム の 構築 に 
お ける 進め 方 、 留 意 す べき 点 な ど を 整理 し て いる 。 

(2) 「 体 制 整 備 」「 運 営 」 で は 、 高 等 教育 機関 を めぐ る 各地 域 の 状況 が 異な る こと を 踏ま 
え 、 い くつ か の 事例 を 示し た うえ で 、 関 係 者 の 議論 に より 地域 の 実情 に 応じ た 最適 な 
スキ ー ム を 選択 し て いく 必要 性 を 指摘 し て いる 

(3) 特に 、 地 域 連 携 プ ラッ ト フ ォ ー ム を 実効 性 の ある も の と する た め 、 参 画 主体 の トッ 
プ 層 や 地域 経済 ・ 社 会 に お ける キー パー ソン の 関与 、 構 成 や 役割 を 明確 に し た 運営 体 
制 の 構築 、 予 算 の 確保 お どの 必要 性 に つい て 指摘 し て いる と ころ 。 

(4) 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 構築 に 当たっ て は 、 こ うし た 点 を 踏ま え 検 討 を 進め て 
いく 必要 が ある 。 














※ ガ イド ライ ン の 概要 は 別紙 の と お り 


2 ガイ ドラ イン を 踏ま えた 今後 の 進め 方 
2 月 18 日 いわ て 未来 づく り 機 構 ラウ ンド テー ブル (今後 の 進め 方 に つい て 報告 ) 
3 月 4 月 いわ て 未来 づく り 機 構 構成 員 の うち 、 高 等 教育 機関 、 県 、 産 業 団体 等 
の 構成 員 の 事務 レベ ル 担 当 者 に よる 、 地 域 連 携 プ ラッ ト フ ォ ー ム ( 仮 
称 ) 検討 会 議 の 立ち 上 げに 向け た 意見 交換 会 を 開催 
5 月 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム (仮称 ) 検討 会 議 の 設置 (※) 
令 和 2 年度 中 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム (仮称 ) の 設置 


























※ 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム (仮称 ) の 構築 に つい て は 、 い わ て 未来 づく り 機 構 の 枠 
a 
は 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 の 枠組 み の 中 で 整理 する 」 案 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 と 

は 独立 する 形 で 整理 する 」 案 の いずれ の 可能 性 も 含め 検討 する 予定 で ある こと 。 
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地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム 構築 に 関す る ガイ ドラ イン (素案 ) 概要 
( 令 和 2 年 1 月 22 日 中 央 教育 審議 会 大 学 分 科 会 資料 を 基 に 作成 ) 


〇 は じ め に 


( 1 ) 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム 構築 に 関す る ガイ ドラ イン 策定 の 背景 


人 口 減少 を は じ め と し た 社会 変化 や 今後 の 将来 を 見 据え 、 大 学 等 が 地域 社会 の 課題 
の 解決 に より 積極 的 な 役割 を 果たす こと が 期待 され て いる 。 
\ 
大 学 等 の みな ら ず 、 地 方 公共 団体 、 産 業界 等 が 一 体 と な っ た 恒常 的 な 議論 の 場 を 
通じ て 、 現 状 と 地域 課題 の 認識 を 共有 し 、 そ の 解決 策 を 検討 する 必要 。 
それ ぞ れ の 地域 社会 に お ける ある べき 大 学 等 の 姿 を 明確 に する こと が 必要 。 





(2 ) 本 ガイ ドラ イン の 位置 付け 
地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 構築 ・ 運 用 が 円 滑 に 進み 、 具 体 的 な 取組 み に 向 けた 
主体 的 な 議論 が 行わ れる 際 の 参考 と し て 作成 し た も の 。 
対象 地域 の 大 学 等 、 地 方 公共 団体 、 産 業界 等 の 連携 に よる 検討 過程 に お いて 参考 
と し て 活用 され る こと を 想定 し て いる も の 。 


第 1 章 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 必要 性 と 意義 


( 1 ) 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 必要 性 
【 時 代 の 変化 へ の 対応 】 Society5.0 時 代 を 担う 人 材 の 育成 に 向け 、 地 域 社会 の 二 
ー ズ を 踏ま えた 質 の 高い 高等 教育 機会 の 確保 と 、 高 い 能 力 を も っ た 人 材 育成 が 求 
め ら れる 
【 地 域 連 携 の 進展 】 共通 的 な 課題 認識 の も と の 議論 や 、 地 域 社会 の 将来 に 関す る 
デー タ の 不足 な ど 、 地 域 が 抱え る 現状 や 課題 に つい て 十分 に 共有 され て いな い 
エビ デン ス に 基づく 現状 ・ 課 題 を 把握 、 将 来 の 目標 を 共有 し 、 地 域 課 題 解 決 に 向け 
た 連携 協力 の 抜本 的 な 強化 を 図っ て いく た め の 仕 組み が 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム 
J 
地域 社会 に お ける 新た な 価値 や 成果 を 生み 出す 機能 と 、 こ れ を 生み 出す 人 材 育 成 の 場 





( 2 ) 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム に 参画 する 意義 
地域 社会 の ビジ ョ ン や 高等 教育 を 取り 巻く 現状 に つい て 共有 ・ 理 解 を 図り 、 お 互い 
の 立場 を 越え て 、 恒 淀 的 に テー ブル で 議論 を 交わ すこ と が 可能 


埋もれ て いた ニー ズ を 知る こと が で きる 
産学 官 それ ぞ れ の 役割 が 明確 に な る 
各 主体 が 別個 に 取組 ん で いた 課題 に 一 体 的 に 取組 の むこ と に より 大 き な 成 果 が 期待 


く イ メー ジ 図 > 





地域 課題 解決 地域 課題 解決 
一 有 





大 学 等 


产业 界 





+ 公共 
a 


第 2 章 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 体制 整備 

(1 ) 対象 地域 の 考え 方 
地域 単位 に つい て は 、 単 な る 行政 単位 だ け で は な く 、 生 活 園 や 経済 圏 とい っ た 観点 、 
人 口 構造 の 変化 、 産 業 構造 、 大 学 等 の 分 布 や 分 野 、 規 模 な ど に 留意 し 、 関 係 者 間 で 協 
議 の うえ 設定 





く 対 象 地域 の 整理 表 > 


・ 既 存 ネ ットワーク が 都 道 府 県 単 位 の 場合 
道府県 を 想 吻合 
人 ・ 都 道府県 知事 の リー ダー シッ プ に も 期待 
② 都 道 府 県 単 位 で は な い 経 済 | ・ 経 済 圏 ・ 生 活 園 で 隣接 する 地域 単位 の 場合 


圏 ・ 生 活 圏 を 想定 する 場合 ・ 地 方 公共 団体 の 地域 を 越え た 連携 に も 期待 


③ 都 道 府 県 内 の 地区 ブロ ッ ク を | ・ 都 道府県 内 に 大 学 等 が 多く 地区 単位 の 場合 
想定 する 場合 ・ 市 町 村 に 加え 都 道 府 県 の 関与 に も 期待 

④ 大 学 等 が 所 在 する 市 町 村 を 引 | ・ 市 町 村内 に 大 学 等 が 複数 所 在 し て いる 場合 
定 する 場合 ・ 市 町 村長 の リー ダー シッ プ に も 期待 





( 2 ) 参加 主体 ・ 参 画 レ ベル の 考え 方 
地域 の 高等 教育 の グラ ンド デザ イン を 議論 する 場 と し て 、 参 画 主 体 の 組織 的 な 関 
与 が 必要 
参画 レベ ル と し て は 、 参 画 主 体 の 長 な どの トッ プ 層 の 関与 が 必要 
20 年 、30 年 先 の 地域 社会 を 見 据え て 行動 する こと が 期待 され る ミド ル 層 や 地域 
経済 ・ 地 域 社会 に お ける キー バー ソン な ど を 中 心 に 対話 を 重ね 、 方 策 を 検討 し 取組 


cz 一 


を 実行 
く 参 画 主 体 ・ 参 画 レ ベル の 整理 表 > 


大 学 、 短 期 大 学 、 専 門 職 大 学 、 専門 職 短期 大 学 、 高等 専門 
学校 、 専 門 学校 な ど 

理事 長 ・ 学 長 (担当 理事 ・ 副 学長 、 部 局長 ) な ど 
実行 の 中 核 と な る ミド ル 層 の 参画 も 必要 

高等 教育 に 関す る 各種 デー タ の 提供 、 地 域 ニ ー ズ を 踏ま 
えた 教育 研究 活動 の 実施 な ど 


都 道 府 県 、 市 町 村 な ど 








地方 公 首長 ( 副 知 事 ・ 副 市 長 、 担 当 部 課長 ) な ど 
共 团 体 実行 の 中 核 と な る ミド ル 層 の 参画 も 必要 
地方 版 総合 戦略 に 関す る 各種 デー タ の 提供 、 プ ラッ ト フ 


ォ ー ム の 取組 等 を 戦略 に 位置 付け な ど 

経済 連合 会 、 経済 同友 会 、 商 工 会 議 所 、 経営 者 協会 、 中 小 
企業 団体 、 金 融 機関 な どの 民間 企業 、 各 種 団体 な ど 
経済 団体 会 長 、 企 業 等 社長 (担当 部 長 ) な ど 

実行 の 中 核 と な る ミド ル 層 の 参画 も 必要 

地域 産業 に と っ て 必要 な 人 材 像 の 提示 、 大 学 等 と 連携 し 
た リカ レン ト 教 育 の 推進 ・ 支 援 な ど 

教育 委員 会 、 中 学 ・ 高 校 校長 会 、 同 窓 会 組織 、PTA、 ま 
ち づ く り 団 体 、NPO 法 人 な ど 


各 参 画 主体 の 長 


高校 生 の 大 学 等 へ の 進学 希 
な 学び の 支援 な ど 











(3 ) 設置 方 法 の 考え 方 
地域 に 所 在 する 大 学 等 が 集い 、 構 築 に 向け た 意思 貴 通 を 十分 に 図っ た 上 で 、 当 初 
か ら 地 方 公共 団体 の 関与 、 理 解 ・ 協 力 を 得る こと が 重要 
恒常 的 か づつ 持続 的 に 運営 ・ 機 能 し て いく た め 、 対 象 地域 の 実情 に 応じ た 最適 な ス 
キー ム を 選択 する こと が 必要 


く 設 置 方 法 の 整理 表 > 
・ 既 存 ネ ットワーク の 会 議 体 等 を 基 に 設置 
① 大 学 等 が 主導 し 設置 ・ 参 画 主体 の 全学 長 等 の リー ダー シッ プ に も 期待 
・ 地 方 公共 団体 、 経 済 団体 の 長 へ の 働き か け 


・ 既存 の 懇談 会 、 大 学 等 所 管 部 署 を 中 心 に 設置 


@ 地方 公共 団体 が 主導 し 設置 ・ 地 方 公共 団体 の 枠 を 越え た 連携 に も 期待 
・ 大 学 等 の 積極 的 な 関与 が 必要 


・ 経 済 団体 の 会 議 体 等 を 基 に 設置 


経済 団体 の 提案 に より 設置 
人 経済 団体 の 提案 に より 設置 | . よ 学 等 の 積極 的 な 関与 が 必要 





第 3 章 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 運営 
(1) 運営 体制 に つい て 
プラ ッ ト フ ォ ー ム の 参画 主体 すべ て が 参加 する 「 全 体 会 議 」、 参 画 主 体 の うち 一 部 
の 代表 組織 が 参加 する 「 推 進 会 議 」、 課 題 解決 に 向け た 取組 を 実行 する 「 実 行 部 門 」 
な ど 、 構 成 と 役割 を 明確 に し た 組織 体制 を 設け る 
参画 主体 間 で の 連携 協定 の 締結 や 、 地 方 版 総合 戦略 の 中 で の 位置 づけ な ども 考え 
られ る 。 
く 運 営 体制 の イメ ー ジ 図 > 


全体 会 議 
(すべ て の 大 学 等 、 地 方 公共 団体 、 産 業界 、 そ の 他 ) 


推進 会 議 
(大 学 等 、 地 方 公共 団体 、 産 業界 の 代表 ) 


実行 部 門 実行 部 門 実行 部 門 実行 部 門 
A テ ー マ B ロ テー マ C テ ー マ D テ ー マ 
( 主 :A 大 学 ) ( 主 :B 大 学 ) ( 主 :P 市 ) ( 主 : X 企業) 
( 副 : J 大 学 ) ( 副 :P 県 ) ( 副 :Q 市 ) ( 副 :D 大 学 ) 





( 2 ) 予算 確保 に つい て 
各種 会 議 等 の 実施 や 事務 局 に か か る 運営 経費 、 実 行 部 門 に お ける 課題 解決 に 向け 
た 活動 経費 な どの 予算 の 確保 に つい て 検討 する こと が 必要 
すべ て の 参画 主体 が プラ ッ ト フ ォ ー ム の 必要 性 に つい て 認識 を 共有 し た うえ で 、 
課題 解決 に 向け た 取組 に 対す る 地域 社会 全体 の 理解 と 支援 を 求め て いく こと か が 必要 


① 事務 局 運 営 経費 
会 費 を 各 参 画 主体 か ら 徴 収 
地方 公共 団体 か ら の 委託 事業 
参画 主体 の 構成 員 が 本 務 と し て 運営 に 従事 
既存 ネッ トワーク に お ける 会 議 体 や 議論 の 場 の 活用 


② 地域 課題 解決 に 向け た 活動 経費 
地方 公共 団体 の 予算 計上 
経済 団体 と 協 働 し 予算 確保 
地域 社会 か ら の 寄付 
クラ ウド ファ ン デ ィング 型 の ふる さと 納税 の 活用 
国 の 各種 補助 事業 や 助成 財団 か ら の 支援 


(3) その 他 
地域 の 理解 を 得る た め 、 幅 広い 世代 に 行き 渡る 手段 を 用 いて 情報 発信 に 努め る 
(パブ コメ 、WEB・SNS、 各 種 広報 誌 等 ) 
地方 議会 へ の 報告 や 地域 の 声 を 把握 する な ど 、 持 続 的 な 支援 を 可能 と する 環境 
醸成 に 努め る 


第 4 章 地域 連携 プラ ッ ト フ ォ ー ム で 共有 ・ 議 論 ・ 実 行 する 事項 
1 地域 社会 の ビジ ヨン 等 
地方 公共 団体 や 産業 界 等 が 策定 し て いる 地域 社会 ある い は 地域 産業 の ビジ ョ ン に つい 
て 共有 し 理解 を 深め な が ら 、 高 等 教育 が 果たす 役割 を 再 確認 し て いく こと が 必要 
地方 公共 団体 が 策定 し て いる ビジ ョ ン 等 
大 学 等 に 関す る 基礎 資料 
2040 年 に 向け た 高等 教育 の グラ ンド デザ イン 


2 地域 社会 の 現状 ・ 課 題 と 将来 予測 に つい て 

(1 ) 地域 社会 に お ける 大 学 等 の 役割 

(2 ) 大 学 等 進学 に 伴う 人 口 動態 の 変化 

(3 ) 産業 構造 の 現状 と 今後 の 地域 の 産業 界 等 が 求め る 人 材 需要 


3 デー タ 等 に 基づき 議論 する こと が 考え られ る 事項 
(1) プラ ッ ト フ ォ ー ム の 目標 ・ 方 向 性 

① プラ ッ ト フ ォ ー ム の 目標 

② プラットフォーム の 行動 計画 


(2 ) 各 参 画 主体 の ビジ ョ ン 等 
(3 ) 地域 に お ける 高等 教育 の グラ ンド デザ イン 


4 課題 解決 の た め 実 行 す る こと が 考え られ る 事項 
(1 ) 大 学 等 の 教育 の 質 保証 と 人 材 育成 機能 の 強化 

(2 ) 産業 振興 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創出 

(3) 大 学 等 の 教育 研究 機能 や 管理 運営 を 高度 化 

(4) 大 学 等 進学 希望 率 及 び 進 学 率 の 向上 

(5) 大 学 等 の 域内 進学 者 数 ・ 進 学 率 の 向上 

(6 ) 日 本 人 学生 だ け で は な い 多 様 な 学生 の 受入 れ 方 策 
(7 ) 大 学 等 卒業 生 の 域内 定着 の 向上 


